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 要  旨 
日本では、資源の不足や最終処分場の逼迫が問題にされてきた。特に、産業廃棄物の最終処分
場の不足は深刻であり、この問題に対応するため、廃棄物を資源として再生循環する取り組みが

















（2） 広域認定制度で認定された企業は、以下の 2 つの特徴から 6 つに類型化できる。 
  ①取り扱っている廃棄物の再生利用の法規制や業界による取り決めの存在の有無 
  ②企業の規模・共同申請の有無・自社処理の実施といった再生循環の体制 
（3） 各類型に共通する広域移動に必要となる要件は以下の 2 点であった。 
①再生処理の方法の確立と普及のための体制の構築 
②廃棄物の輸送手段の確保を容易にするような制度変更 
 
